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道 ゆ く人に誰れ彼 れ とな く話 しか けたい親しみ を感 ず るのが、人 間自然の情
で あ る筈 と説 くホ イッ トマンの ことで あ るか ら、その詩集 「草の葉」 は、平 等
の世 界 と普通人 の讃 歌には満 ちていて も、そ こには、偉人 や傑士 の功業に対 す
る頒詩 は殆ん ど見当 らない。 「草の葉 」第1、 第2、 第3版 、即 ち1855年か ら
1860年に至 る彼の 壮年期の作品 には、そ うした優れた人物 は もとよ り、特定 の
個人 を対 象 として掲 げた詩 は一篇 もない。 しか し南北戦 争(1861-5)の体験
を経 、年齢 も進んでか らは、思想の発展 に伴 う表現態度の推移 が見 られ 、俗眼
に も偉大 な ものは偉大な もの として率直に認 めて、 これ をテーマに取 り上 げ る
よ うになつた。題 名に もワシン トンや コロンブ スやグ ラン ト将軍等の名 が、極
く稀 ではあ るが見え るよ うになつたの もこ うした表 われで あ る。 このよ うな心
境変 化 の転機に立つ と も思 われ る作品 が、南北戦争直後 に書 かれた リンカー ン
追悼 の詩篇であ る。尤 もこれ らは大 抵のエレジーがそ うで あるよ うに、詩文申
には リンカーンの名は明記 され てはいない。 その詩群名 も最初か ら与 え られ た
もので はなかつた。 しか し内容は一読 その故人 を物語つてい る。
ホイ ッ トマンは戦前には、具体的な個々の事実 を凝視 して描写 す る とい う態
度 で はなかつ た。 リア リヌ テイ ックな手 法 を取 り出したのは、戦争経験 があつ
てか らの ことであつて、Drum-Taψs詩群中 の多 くの作品が、 これ を証 拠 立 て
てい る。そ こに は嘗 つてな かつた風景描写 さえあ る。 もとよ りそれは戦場 にお
け る一場面な どでは あるが、 こうしアこ生々 しい事実 をあ りのままに表現す るよ
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うになつたのは、現実 を客観視 す る態度 を身 につ けたがためであ る。彼 は戦 時
申、看護手 としての落付 きを もつ て実に 多 くの死を 目のあた りに見た。 そして
従来の観念的な死生観 に、現実の裏付 をす る機会に恵まれ た。生命 の永遠性 に
対 す る信念 の上か らは、死 もまた生 の一位相 に過ぎない と観じていた彼 は、 い
まや個人の死が国家の生長 に如何 に寄与す るかを見た。 こうした矢先、戦争終
結直後 の リンカー ンの死 は、彼 に大な る衝撃 を与 えた。 それ は 楽 観 的 な 死 生
観 と、敬愛 す る人 を失 う悲 し き現実 としての死 との対決 となつて、彼 の心に深
刻な る相刺 の嵐 を惹 き起 こした。死 の客観視 を身に つ けた彼 には、 この リンカ
ーンの死 はあま りに も身近 に感ぜ られ る現 実の死で あ る。 しか し彼 は悩 みに堪
えて相剋を克服 した。そ して悲痛の思いを見 事な追悼賦 に昇華せ しめたので あ
る。 「草の葉」に あ る リン カ ・ーン 追 悼 賦 は、 は じ めSeguelto・Orum-TaPg
(1865年10月)として、1)rZtm-TaPs(1865年5月)の第二版 に添え られ た もの
で あるが 、その後、PresidentLincoln'sBurialHvmnとい う詩群 名を冠 せ られ
て、PassagetoIndia(1870)に組み入れ られ、 更に1881年その題 名は現在 の
MemoriesofPresidentLincolnと改 め られた。 この詩群はWhenLilacsLast
inthe1)oo脚74Bloom,d,OCaPtain!MyCaPtain!Hush,dbethe(]amPs
To・daPt,及びThis1)ustωasOncetheManの四篇か らなつてい る。尤 もこ
の最後 の詩は1871年に加え られ た もので ある。 これ らの うちOCaPtain!M2
CaPtain!は最 も一般 に親 しまれ愛調 されてい る。WhenLilacsLastinthe
Door"ardBloom'dは、俗 に ライラ ック ・エ レジ ー と も呼 ば れ、 「草の葉」約
400の詩篇中の最傑作 として、大方 の評者の意 見が一致 してい る ものであ る。
事件申心には歌 わな かつたホイ ヅ トマ ンが、 リンカーンの死 に至つて初 めて完
全 に一事件に身 を入れ たのは何故 で あろ う。戦前 は多の中 に一 を見出そ うとし
て、辺歴 したすべて の ものにな りきり、すべての ものに自 らを見出す態度で あ
つた。い まは一の申 に 多を見出そ うとして一個 の事実 を凝視 す る。典型的な人
物 や事件 に心 を注 ぐよ うになつたのは このためで あろ う。 それに して もこの よ
うな優 れ た詩が生 まれ るには、 リンカーンに傾倒す るホ ィ 。 トマ ンの愛 が土台
で ある。詩 篇の詮議 に入 る前に この両者 の関係 を一瞥 しよ う。エ レジーの見本
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ユ
の よ うに言われ るL〃cidasは、周知の如 くMiltonがその同窓EdwardKing
の変死 を悼んだ もので あ るが、 ホィ ・ トマ ンと リンカーンの場合 は、 どの よ う
に深い心 の繋 が りが あつて、 あのよ うな傑 作が生れたので あろ うか。
この両者の関係 につい ては、 よ く知 られてい る二つの挿話が ある。1865年の
夏、 ホ ィ 。トマ ンはA.VanRensellarとい う未知 の人 か ら手紙 を受 け取つ
た。 その手紙に よ ると、同氏 が或 る日、一人の国会議員 と リンカーンを訪問 し
た際の こと、たまたまホイ ッ トマンが ホワイ トハ ウスのほ と りを通 りす ぎ ると
ころであつた。 「リン カーンが私に、あれは誰 か と聞かれ たので、私 は貴方 の
名を告 げて、 『草の葉 』の著者で ある と答 えました。す る と彼 は、 『ウム、男
(五)
らしい人だ。」(Well,helooksIikeaman。)と言われ ましtc。」 と書 いて
ある この手紙が、いた くホイ ヅ トマンを悦 ばせた こ とは勿論で ある。'
もう一 つの話は、 「草の葉」初版 の数少 い賞讃者の申 に リンカ「 ンが あ る と
い う興味 あ る話 で あ る。 リンカーンが郷里 イ リノイ州のス プ リングフ イール ド
で、Herndonと共 に法律事務所 を持つていた頃、そ こに若い法学生 として勤
めていた とい うHenryB.Rankinの手記 に次の如 くに出てい る。 「ワル ト・
ホ イ 。トマンの 「草の葉 」が初 めて出版 され た とき、ハー ン ドン氏 が事務所 の
テーブルに その一 冊を備 えた。それは私た ち数人に よつて読 まれ た。 そして或
る日事務員 とハー ン ドン氏 との間にその詩 的価値に関 して激論が闘わ された…
…後 に知 つて驚 いたので あ るが、 ホイ ッ トマンの詩 とそれ についての私 たちの
議 論 とに、 リンカーンが黙 って耳 を傾 けていたので あつた。私た ち数名が特殊
な詩 や ホイ ッ トマ ンの全般 にわたつての批評 や、 また各 自の文芸趣味や特 に道
徳観 について批判 を終 えて、それ ぞれが また事務 を始 めた り、室 を去 つた りし
た。 ところが その後で、そ うい う批評 の間、明かに彼特有 のふ さぎ こんだ瞑想
的な近 よ り難い深 淵にあつ た リンカー ンが、r草 の葉』 を取 り上 げて読 み始 め
た。三十分余 り読 み耽つた後でまた第一頁 にかえつて、驚 いた こ とに、声 高に
朗読 しは じめた。彼 の朗読 は ホィ 。 トマ ンの詩文 にあ る新生命 の魅力 を示 す も
のであつた。 リンカー ンは二三の露骨な 引喩 については ヴェールを被せ るか、
削除す るが よかろ うとい う意 向 も洩 らしたが、それ を外に しては、その力 と清
、
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新 さと、非因襲的な情感 と、ユニークな表 現法 とにおいて、 この新 しい詩 人の
詩篇 を称揚 し、 ホイ ッ トマンこそは新 しい詩派 の将来 を約束す る もので ある と
くの
主張 した。」 こ うい う手記 を もの したRankinは更 に、或 る日 リ ン カP…ンが
「草の葉」 をわが 家 に 持 ち帰つて翌朝返す時に、 「女 たちに危 く火 の申へ投 げ
入れ られ るところを救つ た。」 と語つ た旨 を伝 えてい る。
これ らの挿話は恐 らく、 この両者 の関係を説 く場合、末永 く伝説的に と り上
げ られ るで あろ う。 しか しこれ らが 実証 的 資 料 を 欠 くた め にWilliamE.
くの
Bartonを始 め疑義 をは さむ者 もあつて、・にわかに信 を置 くことは出来ない。
いまその事実 の真否 を糾 そ うとい う意 図はない。そ うい う挿話が よし多分に作
為的の もので あつた として も、挿話 の生れた こと自体が、 ホィ 。トマン とリン
カー ンとの間 に何か し ら因縁浅か らぬ ものの あるこ とを予想 させ る。い ま この
両者の関係 を、主 として ホイ ッ トマ ン自身 の記録に頼 つて、殊に彼 が リンカー
ンに対 して抱いていた関心 を申心 として、見て行 きたい。
皿
ぐの
ホイ ッ トマ ンが初 めて リンカー ンを見たのは、彼 の言 によ ると、1861年2月
ユ8日か、19日の ことで あ る。 リン カーンが就任式準備 のtめ 西部 か ら出て来て
ワシ ン トンへ赴 く途中、二三 時間ニユ ー ヨー クに立寄つた 時で、 晴れた 日の午
後 で あつた。 ブロー ドウエーで現在 の郵便局の附近で あ る。一行は アス ターハ
ウスで休憩す るた めにキヤ ナル通 りか ら来 ることになつていた。数千の群集で
街路や広場 は埋 まつた。一般 の車は通行止 めになつていたので、 この繁華街 も
暫 く騒音 が絶 えて、珍 らし く静け さが保 たれた。やがて二三台の余 り立派で も
ない馬車が群集 をか きわ け るよ うに進んで きて、 アス ターハ ゥスの玄関に着 い
た。車の申か ら丈の高い人物 が現われて、ゆつた りとした態 度 で 歩 道 に 立 ち
止 ま り、 この古い ホテル の大理石の壁 や宏壮な建築を仰 ぎ見た一 それ か ら手
足 をゆ るやか に伸ば した あ とで頭 をめ ぐらし、暫 くの間、沈黙の大衆 の様 子 を
静かに愛想 よ く眺め渡 した。 しか し迎 え る側で言葉 を発す るものがない、挨拶
もな く歓 迎 もなかつた。その静 け さの申 には非常な不安が包 まれ ていたので あ
'
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る。用心深 い人々は この新 たに選 ばれた大統領 に対 し、何 か重大 な侮辱か無礼
な ことが起 きないか と恐れ た一 彼 はニユーヨーク市には全 く個人的な人気が
な く、政治 的に も味方 が極 めて少 ないのであ る。 しかし若 し リンカーンの数少
ない支持者が、その場 で何 らかのデモ ンス トレーシ 。ンを差控 え る限 りは、彼
の支持者ではない この大群集 も、自分 らのデ モ ンス トレーシ.ンを差控 えるで あ
ろ うとは暗黙の申に理解 されていた。その結果 はむつつ りとした破 られぬ沈黙
で、 ニユ ーヨー クの このよ うな大 群集 としては、嘗 て経験 され た ことのない異
様 な沈黙が保 たれたのであ る。 ホイ ッ トマンは この同じブロー ドウエイで これ
までに、諸名士 の来訪 を歓迎 した市民の熱狂振 りを思い出した。早 くは1825年
に アメ リカを訪れ た ラファイエ ッ トを始 め、 アン ドル ー ・ジヤ クソン、 ウエブ
ス ター、英国皇太子な ど内外を問わず有 名人士 の歓迎 され る有様 を親 し く見 て
い る。名状 し難い叫喚 と魂の惹 き合い一一 解放 され た無数 の咽喉か ら発せ られ
る雷 鳴に も似た歓喜 の喚び1「 然 るに この場合 は只一言 も、 一 つ の物 音 もな
い。道 の端に引 きよせ られ た乗合馬車の屋根か ら、私 は この光景をま ざまざ と
見 た。殊 に リンカー ン氏 の様子 をはつ き りと見た。 そ の容 貌 も、歩 き振 り も
一 その冷静 さ、全 く落ついた態 慶 一 一並はずれて不粋 なほ どに高い身長、濃
い黒 の服、 あみだに被 つた高い シル クハツ ト、暗褐色の顔色、籔 が よつてい る
が穏 かな表情 、黒い蓬髪 、釣合 の とれ ない ほ ど長 い首 、そして人々 を眺 めて立
つ てい る時、両手は後 ろに廻 していた。彼は物 珍 らしそ うに この人波の広大な
顔 の海 を眺め渡 し、顔の海は同 じ く物珍 らしげに彼 を眺 め返 していたのだ。双
方 に沙翁 の最大 の悲劇に組み こまれた ちよつ とした喜 劇、いや殆ん ど道化 に も
似 た ものがあつた。 つめか けていた群集は3,4万は あつた と思われ るが、彼 の
親 しい友 は只の一人 もいないのだ そして(熱 していたその当時 の空気か ら
察 して)多 くの刺客炉 ・腰 か胸かに ナ イフな りピス トル な りをか くし持つて・
騒 ぎの 機会を待つていたのに間違 いない。 しか し騒 ぎは起 きなか つた。背丈の
高 いその人物 は再 び手足 をやわ らげ るよ うに伸 ば して見て、ゆつ くりと歩 き出
した。見 かけない二三の人に附添 われ てアスターハ ウス の入口の段 を登 り広 い
くの
玄 関の申に姿 を消 した か くしてだん ま り劇は終 つた。」
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この無 気味な不穏な ニユーヨー ク市民 との対 面の後 、 ワシ ン トンで、武装 し
た騎馬隊に守 られ て就任式 を無事済 ませたので あ る。それ か ら幾 許 もな く、
4月13日、 南北戦争の火 ぶたが切 られた。四年 の戦 を通 して リンか一ン自身 も
変 り、市民の彼 に対 す る態度 も変 つた。 ホイ ッ トマンは其後、 ワシン トンに住
んで、屡々 リンカーンを見 る機会 もあ り、次第に敬愛 を深 めて行つ たので あ る
が・ この初 日の無気味な無言劇の印象はいつ まで も忘れ られなか?た 。
1863年8月12日の 日記 によ ると、彼 はその頃殆ん ど毎 日大統領 を見てい る。
彼 の住所 がたまたま リンカーンが郊外の宿舎か ら白亜館に通 う道筋に当つてい
たので あ る。大統領 は夏の間白亜館に住わず、市の北三哩離れた軍人宿舎 に住
んでいた。そして通 うときに25人か ら30人位 の抜剣 の儀侯兵 を従 えてい た。 こ
の よ うな護衛 は、 リン カーンの好 みではない と噂 され てい た。それ以外には こ
の一行 は派手な行列ではなかつた。 リンカー ンはかな り大 きい あし毛 の馬 に乗
つて、やや古ぼけてほ こ りつぽい質素 な黒服を着 け、黒 い固い帽子 を被つてい
て、服装は全 く極 く普通の市民 と変 らぬ様子 で あつた。
IseeveryplainlyAbrahamLincoln'sdarkbrownface,withthe
deep-cutlines,theeyes,alwaystomewithadeeplatentsadnessin
theexpression.Wehavegotsothatweexchangebows,andvery
(6♪
cordialones.
リンカーンの深 い籔の ある暗褐色の顔 と、愁い を深 くひそ めてい る眼 を、 ホ
イ ットマンははつ き りと見 てい る。彼 らは黙礼 を交わ してい る。更 にその 日の
日記 には、初 夏の頃 リ≧カーン夫妻 が馬車で出か けてい る際の ことを書 いてい
る 。
Theypass'dmeonceveryclose,andIsawthePresidentinthe
facefully,astheywpremovingslowly,andhislookthoughabstract.
ed幽happen'dtobedirectedsteadilyinmyeye.Hebow'dand
smiled,butfarbeneathhissmileInoticedwelltheexpressionIhave
a11udedto.
こ こ で も黙 礼 が 交 わ さ れ て い る 。 彼 が 気 づ い たtheexpressionIhave
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alludedtoは、 も とよ りadeeplatentsadnessであ つ て 、に こや か に し て い
る 奥 の 愁 を 彼 は 見 逃 が し て は い な い 。 因 み に リン カ ー ン の 表 情 に つ い て は そ の
表 現 の 難 か し さに 関 し て 、 ホ イ 。 トマ ン は 次 の 如 く言 つ て い る 。
e
Noneoftheartistsorpictureshascaughtthedeep,thoughsubtle
andindirectexpressionofthisman'sface.Thereissolnethingelse.
Oneofthegreatportraitpaintersoftwoorthreecenturiesagois
ぐ　ノ
needbd.
この何か深 みを もつた表情 を描 く画家は未だ現 われていない 、二、三世紀
昔の偉大 な画家の腕 を借 らね ばな らぬ とい う。 これは前述 の如 く兇事 の前年の
日記であ るが、詩人が リンカーンの眼差 しのsadnessに早 くか ら気づいてい る
点 に注意 を要す る。 この肖像 画家への不信 は 大 統 領 亡 き後 の随筆"NoGood
ぐの
PortraitofLincoln"にも 明 らか に さ れ 、 更 に 後 年 の 追 悼 演 説 の 申 に も、 そ の
趣 旨 が 繰 り返 さ れ て い る 。 そ こ で は 初 日 の 印 象 を 述 べ た 後 に 、
AsIsatonthetopofmyomnibus,andhadagoodviewofhim,
thethought,dimandinchoatethen,hassincecomeoutclearenough,
thatfoursortsofgenius,fourmightyandprimalhands,,willbe
neededtothecompletelimningofthisman'sfutureportrait-the
eyesandbrainsandfinger-touchofPlutarchandEschylusandピの
MichelAngeloassistedbyRabelais.
と彼の 肖像 画には四人の天才 の技禰 を必要 とす るとい うので ある。兎 に角 こ
れ らの 日記類 を通 じて も解 る通 り、二人は互 に挨拶 を交わす仲で はあ るが親 し
ご　の
く語つた とい う記録 はな い。1863年10月31日の 日記には、官邸で リンカー ンが
他の客 と親 しげに語 つてい るの を傍 近 く見 た とい う記 事 があ り、 その後 に1
10vethePresidentpersonally.と大統領 を愛 す る心境 を明 らかに してい る。
要 す るに ホィ 。 トマ ンは リーンカ ー ン を離れ て眺 め て賞讃 し、 それで満足 してい
る態度 であ る。
リンカー ンの第二次大統領就任式 当 日、即 ち1865年3月4日附の ホィ ッ トマ
くの
ンの 日記によ ると、式後午後三時頃、二頭立の粗末な馬車で帰るところを見た
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が、非常に疲労している様子に見えた。戦争の重大な責任、錯雑した難問題、
生命 と死をかけた要求な どで刻みつけた鍍は、彼の暗褐色の顔に以前よ り更に
深 く印 されてい 義。しか もその深い搬の下には以前 と変 らぬ親切な、柔和な聡
明な感 じ と悲哀 があ る。四年前の就任式の当時には、物 々 し く武装 した騎馬の
軍人多数に囲 まれ てい た彼 が、今では一人の兵 を も従 えず、文 官数名が馬車に
添 つてい るだ けであ る。 「彼 を見 るたびに惹 きつけ られ る人 だ と感 じないわ け
にはい かぬ。最 も純粋な心底 か らの優 し さと、西部生粋 の男 らしい型 とが結 ば
れてい るか ら。」 とホ イッ トマンは従来に も増 して強 くリンカーンに傾倒 す る
に至つ た。 これが兇変一 ヵ月前 の こ とであ る。ホイ 。トマ ンは 日頃 抱 懐 す る
「草の葉 」の理 想 を具 現 す る恰好の人物 として リンカーンを見 てい るので あ
る。デ モクラシーの実現 はmanlyloveの実践 によるのみ と信ず る詩人 に とつ
て、 リンカーンは この上 ない魅力で あつたで あろ う。デモ クラシーの土 台は友
愛で あ るとして も、その友愛は親 しい 日常の交際を条件 とし或 は帰結 とす る も
の とは限 らない。彼 の所謂magnetismによ るmanlyloveを問題 としてい る
の であつ て、友愛 は単に 目を交わすだ け、或 は体 の一部 が触れ合 うだ けで も保
たれ ると見てい る。
リンカーンの平民的な態度が、最 もホイ ッ トマンの心を惹 きつけてい るので
あるか ら、その死 を英雄 の死 としてではな く、愛す る友 として歌つてい るこ と
は事実 で ある。Canbyが 、 「ライラック ・エレジーは愛 と死の詩 であつて、
ホィ 。 トマンの リンカー ンを見 る目は、後 には殆ん ど英雄 に近い ものとなつて
ロ　ナ
い るが、初 めは英雄崇拝ではない。」 とい う言葉 は一応正 しい。 しか し 「草の
葉 」の最終配列でDnim-TaPsから リンカーン詩 をはず して別個 の詩群 とした
ことを もつて、少 くと も当時は、 ホイ ッ トマンが リンカー ンをthesymbolof
democraticunityとは見 ていない と論ず るのは 当 を得 て い な い で あ ろ う。
Canbyは、 「ホ ィ 。トマンが もう一 世代、 長生 きをして現 在の歴 史観 を もつ
て合衆国 の歴 史を眺 め るとしたな らば、r草 の葉』の最終 の配列におい て リン
カーンは民主 的統合 のシムボル となつていたで あろ う。 しか し私はそれ には疑
念が あ る。」 と言 い、 その理 由 として、 「草の葉」は英雄 たちの書ではな く、
ホイットマンの 「リンカーン大統領の追憶」について(83)
平凡 人の未来への信条 を表 わした もの であ る。 ホイ ットマ ンは リンカーンをカ
ー ライルの言 う如 き意味の英雄 とみな していない と述べてい る。 確 かに ホイ ッ
トマンの リンカー ンに対 す る感 じは英雄崇拝ではないが、民主 的統 合の シムボ
ル と考 えていなかつた とは思われない。例 えばOCaPtain!MyCaPtain!で
は国家を船にた とえ、船長 として難航 をしのぎ、 その統 一 を保 つた偉大な る人
物 としてその死 を悼 む もので あつ て、 この船長は明 らかにUnityの シムボル
で あろ う。またThisDustwasOncetheManでは、この人の手 でtheUnion
oftheseStatesが救われた と歌 つてい る。 リンカー ンが如何に奴隷廃止 を念
願 として も、極端なabolitionistに与 しな かつたのは、 ホイ ットマン もその点
におい ては全 く政治思想におい て同 一傾 向 に あ つ た が、abolitionistの言動
にはUnionを 破壊す る惧れが あつ たか らで ある。彼 ら二 人 は 何 もの よ り も
Unionの安泰 を希つた。
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Unionの安暴 につい ては リンカー ンの次 の逸話 をホイ ットマ ンが 伝 え て い
る。 リンカー ンが話術に長 じていた ことは有名で あるが、南北戦争申で前途の
暗澹 た る頃で あつた。銀行の頭取連の会合 に出た大統領 にUnionの永続 性につ
いて彼 の信 念が崩れか けていないかを訊ねた者が ある。そこで大統領 は一寸 し
た小話 をした。 「私 がイ リノイにい た若い頃 、暫 く長老教会の執事の家に下宿
していたことが あ る。或 る夜 、私が眠つてい るところを どん どん部屋 の戸 をた
たい て眼 を覚 ま された。rア ブラハム君、起 き給 え、最後審判 の 日が来 た!』
と執事 の叫ぶ声が聞えた。寝床 か ら跳 び降 りて窓 に寄つて見 ると、星が夕立の
よ うに降つてい るのが見 えた。 しか しその背後の空を見た ら、私が見慣れ てい
るいつ もの星座が、それぞれ の位 置に泰然 とまぎれ もな く控 えてい るのが見え
た。そ こで、紳士諸君、まだ世界は終 りにな りません。そ してわがUnionも
い ま崩れ るよ うな ことはあ りません。 」この小話の比喩 の巧み さが ここでは問
題 ではない。ホイ 。トマンが リンカーンを見 るのに、如何にUniqnと 関連 さ
せてい るかが問題 で ある。 しか しこれ らが若 し故人の遠 く距 つた追憶 であ り、
多分に英雄崇拝的に傾い た世間の風 潮に同調 してか らの話で あ る とい うな ら
ば、更 に兇変直後の ホイ 。 トマンの同大統領観 を検 討 して見 よ う。
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兇行当時 ホイ 。トマンは郷里 のブル ック リンへ帰つていた。捕虜 となつ てい
た弟 のGeorgeが帰還 した とい う母か らの便 りで、1865年3月18日か19日頃、
彼 は勤務先の内政省 インデ ィア ン局 か ら二週間の休暇 をとつて、 ワシ ン トンを
離れ てい たので ある。その間に戦況 が急転 して北軍が優勢 とな り、南軍の リー
将軍は グ ラン ト将軍 に降つた。彼 は丁度 、1)rum-Tapsの出版 に と りかかつて
いた時なので、休暇 を4月17日迄延長 してブル ック リンに留 まつtc。その7cめ
もあつて その頃 ホイ ッ トマン家は珍 らし く親子揃 つて、16日の復活祭 を祝 うこ
とが出来 るのを楽 しみに していた。14日グ ッドフライデ イの朝 も、水仙 や、 ヒ
ヤシンスや、早咲 きのチ ュー リップな どが咲 き誇つて 、春 の香が漂つていた。
そ うい う矢先、15日の朝、ホイ ッ トマンは昨夜大統領 暗殺 さるとい うニユ ース
を知 つたので あ る。 「母は朝 食の用意 をした。いつ もの通 りその後 の食事 も準
傭は したが、私た ちは終 日食事 がの どを通 らなかつた。謹か に半杯 の コー ヒー
を飲ん だだ けで あ る。新 聞の朝刊 も夕刊 も、次々 と出 された号外 も残 らず手 に
ロの
入れ て、母 と二人、殆ん ど言葉 もな く静かにそれ らを取 り換 えては読んだ。」
その 日、正午 ころか ら空が曇 り雨が降 りは じめ、陰 欝な 日となつ た。 ホイ ヅ
トマンは午後遅 く渡舟でニ ュー ヨー クに出 て見た。ブ ロー ドウエイはいつ もの
雑踏が鳴 りをしず めてい る。商店 は表 戸を閉 ざし、雨の したた る街路 は暗然 た
る表情で あ る。建物 の正面 には黒 の懸華を施 し、飾窓には黒布 を垂れ・一切 は
死 の静寂に あつた。 リンカーンの死 を悼 む彼 の悲 しみは深 く、八方真闇の空虚
さで あつた。彼 が空 を見上げた時、大蛇 がのた うつ よ うに幅広 く黒雲がたなび
い てい るのが見 えた。彼 は17日に首府 に帰つた。そ して9日 葬儀 当 日にはその
場 に居合 せた。軍楽 隊のマーチに合せ 、銃 を逆 さに して隊伍粛々 と進む陸海 の
将兵 、今は亡 き主 人の長靴 を鐙 につ けfnj馬、参列の市民3万 余がその後 に随
う。それは アメ リカの歴史に も類 い稀 れな厳かな儀式で あつt。 この19日の葬
儀 は ワシン トンでは公式 の葬 ひで あつ て、事実上 の葬 儀列車 は二 日後 に郷里 イ
リノイへ向つたので あ る。それ は ワシ ン トンか らバル テ ィモア、 フィラデル フ
ィ ア、ニ ューヨー ク、バ ッフアロ、 ク リーブ ラン ド、シカゴ、それか らイ リノ
イ州 のスプ リング フィール ドへ と廻 りまわつた長途の旅で あ る。 ホイ ッ トマン
ホイットマンの 「リンカ 一ーン大統領の追憶」について(85)
はこれ らの事実 をはつ き りと意識 していた。そして彼 の大 エ レジーは早 くも心
の申 に形 ち作 られたのであ る。その頃 ライ ラックが真盛 りで あつた。 ワシ ン ト
ンではその花 は ロング アイラン ドにおけ るよ りも一 ヵ月近 く早いので ある。新
聞は棺側 を飾 つて うず高 く積 まれ た ライラ。クの枝の豊か さを報 じた。そ して
この花 が ホイ ッ トマンの記憶 の申で大統領 の死 と絡み合つたので ある。
リンカーンの死 についての ホイ ッ トマンの印象 は次の 日記に明 らかに され て
い る。
「'65年4月16日 当時の私の記録の中に アブ ラハム ・リンカー ンの 死 に
ついての この一節が ある。彼 はア メ リカの歴 史 と伝記のた めに、今 までの とこ
ろ、ただにその最 も劇的な回想 を遣 してい るばか りではな く一一…私 の考 えで は
最 大の、最善 の、そして最 も特 徴 あ る芸術的な、道徳的な人格 を遺 してい るの
で あ る。彼 には欠点 が無かつた とか、また大統領 としてそれ を示 さなかつ た と
い うわ けではな くして、正直、親切 、明察、良心 、および(一 つの新 しび徳性
で他国には知 られず、 この国で も本当にはまだ殆ん ど知 られ てい ないが、未来の
が立派に発展 してゆ くと き、一切 の土台 とな り結 びとな る もの)Unionism(統
一主義)が 、 その最 も真実な最 も豊かな意昧合い におい て彼 の性格の固い根底
を形 ち作 つていた。 これ らの ものを彼は彼 の生命 を もつ て証明 した。彼の死の
悲 劇的な壮麗 さは、一切 を浄 め輝か しつつ、彼 の姿、彼の頭 の周囲 に円光 を投
げかけてい る。歴 史の ある限 り、愛国心 の続 く限 り、永久に残 つ て時 とと もに
光 を増すで あろ う。多 くの人々に よつ てこのUnionは助 け られ た。 が若 し一
つの名、一人の人を撰 り出 さねばな らない とすれ ば、彼 こそ誰 れに も勝つて未
来に亘つてのその保護 者で ある。彼 は暗殺 され7:一一一だがunionは 暗殺 され
ない一一一ここに生 きてい る!一 人が倒れ、 また一人が倒 れ る。兵士 は倒 れ波の
よ うに沈 む しか し大海 の波の横隊 は永 久に押 し寄せ る。死 はその仕事に働
き、百人、千人 と抹殺す る一一一大統領 も、将軍 も、隊長 も、兵卒 も一 孟しかし
(15)
「国家」 は不滅で あ る。」
個人 は死んで も国家は亡びない とい うこの絶叫の申 に、その国家の統 ・一を助
けた代表的な人物 として リン カー ンを讃 えてい る。彼 を死 の当時において も既
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に 民 主 的 統 一 の シ ム ボ ル と見 て い た と論 じて も不 可 は な い で あ ろ う。
ホ イ ッ トマ ン は リン カ ー ン の 死 を 真 に 戯 曲 的 な 事 件 で あ る と見 て い る の で あ
る が 、 そ の 回 想 は 彼 の 追悼 演 説 の 中 に 繰 返 され て い る。 彼 は 既 述 の 如 く事 件 の
場 に は 居 合 さな か つ た が 、 新 聞 記 事 は 余 す と こ ろ な く読 み 通 して い る よ うで あ
り、 殊 に 事 件 の 二 、 三 日後 に は 首 府 に 戻 つ て い る の で あ る か ら、 居 合 せ た 人 々
か らそ の 場 の 情 景 を 聞 き知 る こ とが 出 来 た で あ ろ う。 そ の 劇 的 死 の 強 い 印 象
を 、 ホ イ 。 トマ ン に 与 え た 者 は 、 彼 の 愛 し た 青 年PeteDoyleであ る とCanby
が 次 の よ うに 述 べ て い るが 、 そ れ は 誤 りで あ ろ う。
Whenhe(Whitman)gotbacktoWashington,therewasPete
Doyle,whohadbeeninthebalconyofFord'sTheatre・… ・・putthe
く　ラ
wholedralnainWhitman'simagination.
何 故 か と 言 え ば 、 彼 がPete(本 名Peter)を 知 つ た の は 、 そ の 年 の 暮 、12月
く　 ノ
の 乙とで あ ると記録 され てい るか らで あ る。兎 に角その死について上記 追悼演
説 に述べ られ てい るところを見 よ う。
兇 変め時、 リン カー ン夫妻 は観劇中であつた。元 来 リン カ ー ン は 芝 居 好 き
で、 ホイ ッ トマ ンも劇場 において屡 々彼の姿 を認 めていた。幾世紀に もわた る
真 の歴史の舞台 において 、嘗 つてないほ ど激 し く演 ぜ らオ1.るドラマの主役 で あ
る リンカー ンが、 まね ごとの劇の藁人形の よ うな役者 のつま らぬ仕草に熱心 に
見 とれてい るのは、何 と も奇妙な光景であ ると、 ホイ 。 トマ ンは考 えた りした
もので ある。 ところで此 日の劇はOurAmerieanCousinと題 し、 ヤ ンキ ーt英
国 を訪れ るとい う内容の喜劇で あつて、道徳 的、情操 的、審美的、精神的のい
ずれの点か ら見 て も、 とるに足 らぬ、たわい もない作であつた。その幕合の出
来事で あ る。二階の国旗 に飾 られた貴賓席か ら突然 、短 刀 を手 に した怪 漢が立
ち現れ て、14～5フ ィー ト離 れた舞台へ と跳び降 りた。 リンカーンを刺 した男
で ある。彼 はブースとい う名の政治狂の俳優 であつた。彼 は舞台に立つや}し
つか りした声で、"Sicsempertyrannis."(Everthustotyrants.)「圧制者 は
つねに斯 の如 し」 とい う科白 を残 して立 ち去 つた。
ホイ ッ トマ ンは この死 を融和統合劇の クライ マ 。クス と見てい る。低俗 の劇
ホ イvト マンの 「リン カー ン大 統領 の追憶」 について(87)
の 意 味 で は な く、 国 民 と凡 て の 時 代 と に と つ て 最 も重 大 な 貴 重 な 意 味 を 持 つ も
の と し て 考 え て い る 。長 い 確 執 、 分 離 の 戦 い に鮮 や か な 頂 点 を つ け る もの と し
て 見 て い る 。,
Itssharpculmination,andasitweresolution,ofsomanybloody
andangryproblems,illustratesthoseclimax-momentsollthestageof
universalTime,wherethehistoricMuseatoneentrance,andthe
tragicMuseattheother,suddenlyringingdownthecurtain,close
alli皿menseactinthelongdramaofcreativethought,andgiveit
し　の
radiation,tableau,strangerthanfiction.
普遍の時の舞台 に、歴 史と悲 劇の ミユーズが相対 して、 にわかに卸す終焉 の
カーテンは、虚構の世界 よ りも、 よ り強 く偉大な る事実の一幕 を描 く。一個 の
人 間の死 と見 るとき、 ローマ元老院の シーザ ーの死 も、セ ン トヘ レナの夜嵐 に
消 え るナポレオ ンも、毒人墓 をあお るソクラテスの静かな る死 も、時代の創 造
の上 において、南北戦争終局に当つての リンカー ンの死 を凌 ぐもので はな い。
三百万奴隷の解放 は確約 され た。真に 自由な共和国、全 く均質 の統 一国家 とし
て改 めて生 れ出て、輩固な生涯 をは じめる。彼 の死 は民族 の死で あ り劇的の死
で あ る。f今 後幾世紀か して、(わ が国、或 はデモ クラシ 一ーの生 活 が 真 実 に記
録 され例 証 され るには、私は幾 世紀 か経 な けれ ばな らない と思 うが、)指 導的
な歴 史家や戯曲作者 が、わが19世紀の(ひ と りわが国のみな らず広 く世界 の政
治的社会的に)騒 然た る情勢 を鮮 かに描 き出す人物 な わ事 件な りを何か求 め る
とす る一一 華麗 さと階級的偏見 を伴 う欧州封建制度 の(そ の長 い伝統 か らわが
アメ リカ も脱却 し きれ ないので あ るが)豪 華な行進 に終止符 を うつ何 もの か を
求 め るとす る…一 合衆国の歴史において他に隔絶 して最 大の(こ の世紀の世界
において恐 ら く最大 の)革 命的段階一一 ・この 国か らの奴隷制 度 の 根 絶 と 抹 殺
一一一を確証すべ き何 ものか を求 め るとす る。その時は、それ らの歴史家は アブ
ラハ ム ・リンカーンの死 を除外 しては、他に如何 な る事件 を探 して も彼 らの目
的に完全 に適 うものは見出 し得 ないで あろ う。」 と述べ、大義 のた めに殉 じた
偉 丈夫 に対 し次の よ うに呼 びか けて追悼演説 を結 んでい る。
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DeartotheMuse--thricedeartoNationality--tothewhole
humanrace--precioustothisUnion--precioustoDemocracy-un-
speakablyandforeverprecious--theirfirstgreatMartyrChief.
要 す る に ホ イ ッ トマ ン は リン カ ー ン を 、 終 始 、 民 主 的 統 合 の シ ム ボ ル と 見 て
い た と 考 え て も 不 当 で は な い と 思 う。
、 皿
以上 ホイ ッ トマ ンと リン カーンの関係 を見たので あるが、その関係 か ら生れ
てい るところの追憶 の詩篇 は ど うなつてい るか。 これ らの 中 で 最 初 に作 られ
た ものは、Hush'dbethe(]amPsTodaク(緬夕4,1865)とい う12行の短詩 で
あつ て、今 日一 日、陣営は静ま りてあれ と、敬愛 す る指揮 官の死 に、武器 を覆
い悲痛 な心 を抱いて引 き籠 ろ うと兵士 に呼びかけてい る。 もとよ りもう戦禍 は
収 まつてお り、南北 国を挙 げての不祥な事変 も既に終 りを告 げてい る。従つて
一時戦闘 を申止せ よ との意で はな く、愛 す る指導者の死 を祀 る日に当つて、不
幸 な事変 を繰 り返す ことのない よ うに、思い を深 め ることを国民 に呼 びか けて
い ると見 ることが出来 よ う。
This、DustωasOncetheManは前 述の如 く1871年に加え られ た ものであつ
て 、
Thisdustwasoncetheman,
Gentle,plain,justandresolute,underwhosecautioushand,
Againstthefoulestcrimeinhistoryknowninanylandorage,
WassavedtheUnionoftheseStates.
こ の 遺 骸 は 嘗 つ て そ の 人 で あ つ た 、
や さ し く、 素 朴 で 、 正 し く、 そ し て 果 断 で あ つ た 、 そ の 人 の 慎 重 な 指 揮 の
も とに 、
如 何 な る 国 、 如 何 な る時 代 に も嘗 つ て 知 られ ぬ甚 し き罪 悪 に対 し て 、
わ が 合 衆 国 の 統 一 は 救 わ れ た の だ 。
と 、 故 人 の 徳 を偲 ん で い る4行 だ け の 平 明 な 詩 で あ る 。
ホ イ ッ トマンの 「リン カー ン大 統領 の追 憶」 につい て(89)
0(ZaPtain!My(]aPtain!は、 弱 強 格 を 主 と し たaabbcded8行3連 あ 朗 調
に 適 し た 形 の 美 し い もの で あ る。 そ の 第1節 を挙 げ て み よ う。
OCaptain!myCapttain!ourfearfultripisdone,
Theshipwasweather'deveryrack,theprizewesoughtiswon,
Theportisnear,thebellsIhear,thepeopleallexulting,
Whilefolloweyesthesteadykeel,thevesselgrimanddaring;
ButOheart!heart!heart!
Othebleedingdropsofred,
WhereonthedeckmyCaptainlies,
Fallencoldanddead.
お お 、 船 長1わ が 船 長 よ1私 た ち の 恐 ろ し い 航 海 は 終 つ た 、
船 は あ らゆ る銀 難 を切 り抜 け 、 私 た ち の 求 め 探 ね た 獲 物 は か ち得 られ た 、
港 は 近 づ 嘗 、鐘 の 音 が 聞 こ え 、 人 々 は み な 狂 喜 し て い る 、
が つ し りし た 船 、 い か め し い 果 敢 な 船 を 眼 が 追 う時 、`
し か し 、 お お 、 心 よ!心 よ1心 よ1
冷 た く倒 れ 死 ん で 、
わ が 船 長 の 横 た わ る甲 板 の 、
お お 、 赤 い 血 潮 の 滴 り。
一 読 し て 判 る よ うに
、 国 難 を 処 理 し て 南 北 分 離 の 危 機 を 救 つ た 大 統 領 は 、 難
航 を 克 服 し て 無 事 に 港 に 帰 りつ い た 船 の 船 長 に 讐 え られ て い る。 象 徴 的 な 心 象
は 極 め ℃ 単 純 平 明 で あ る。 い うま で もな く船 は 国 家 で あ り、 探 ね 求 め た 獲 物
は 、 そ の 民 主 的 統 一 で あ る 。 従 つ て 船 長 た る大 統 領 は そ の 統 一 の 象 徴 と 考 え ら
れ る わ け で あ る。
無 韻 無 律 の 自由 詩 を 標 榜…し て い る 「草 の 葉 」 の こ とで あ るか ら、 こ の よ うに
詩 型 の 比 較 的 に 整 つ て い る もの は 極 め て 少 な く、 例 外 的 の もの で あ る。 少 な く
と も第3版 ま で の 間 は皆 無 で あ る 。 戦 争 に 入 つ て 、 行 進 調 が 身 辺 を 取 り囲 む よ
うに な つ て か ら、 そ の 影 響 が 彼 の 作 品 に 一 時 的 に 現 わ れ た 。 例 え ばDrum・
TaPsのBeat!Beat!Drums!(7行3連)は 士 気 を 鼓 舞 す る歌 で あ る か ら当 然
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であ る が、PdOneers!OPioneers!(4行26連)も今 はBirdsofPa∬age詩群 の
申に入つてい るが、最初はDn〃m・Taψsの一篇 として発表 さtけこもので、全 く
行進曲風 の もので あ る。 こ うい う調子が この エレジーに取 入れ られたので耳 に
入 りやす く、その内容の簡明な ことと相侯つて一般の好評 をかち得た もので あ
るが、批評 家の間には必ず し も高 く受 け られて はいない。残 りの一篇 は所 謂 ラ
イラ ック ・エレジーで あ るが項 を改 めて説 くこととす る。
IV
星 と花 と鳥の イメシを鎮 めて、 リズ ミカル に朗請 に適 い、しか も筋立 の首尾
が纒 まつた エレジーであ ると言 えば、 それ らのイメジが単 に装飾的で あ り或 は
描写的で ある場合で あつて も一応 だれの耳 に も美 しい詩 として聞 こえよ う。力
強 い詩 ではあつて も大方 は粗雑 な詩 と受取 られてい る申に あつて、殆ん どの評
者 が ライラ ック ・エ レジーを傑 作 と看 倣 してい る所以は、 もとよ りそ うした イ
メジの装飾美 に あるのではない。描写的 なイメジと象徴的 なイメジとの巧 みな
交錯 と、 その象徴的 なイ メジが全詩 を通 じて、詩の テーマ を盛 り上 げ るの に与
つてい る機能的な働 きの強 さが、 この詩 を素晴 らしい ものに仕上 げてい る。尤
もラ イラ ック ・エ レジーが作者 の伝記や思想 な どについての格別 な予備 的 知識
な しに、一 つの纒 りの あ る作品 として理解 され る ところに、そオ1が一般 に も優
れた詩 として迎 え られ る理 由が ある。殊 に英語国民の耳 には、 リズ ムの美 し さ
が これ を助 けてい るこ とは もとよ りで あろ う。 しか し本項で はこれが真 に傑作
た る所似 を明 らかにす る一助 として、 この詩の イ メジについての背景 を探 るこ
とによつて ホイ ッ トマ ンの真意 を窺 うこ とを試み る。
Whenlilacslastinthedooryardbloom'd,・
Andthegreatstarearlydroop'dinthewesternskyinthenight,
Imourn'd,andyetshallmournwithever・returningspring.
Ever-returningspring,trinitysuretomeyoubring,
Lilacbloomingperennialanddroopingstarinthewest,
ホ イ ッ トマンの 「リン カーン大統 領 の追 憶 」につい て
AndthoughtofhimIlove.
(91)
おそ咲 きの ライラ ックが戸 口の庭に咲 く.とき、
そ して夜、大 きな星 が早 くも西 の空に沈 む と き、
私 は歎 き悲 しんだ。なお また巡 り来 る春 ご とに歎 くであろ う。
年 ご とに立 ちかえ る春 よ、お前は必ず三 っの もの を私に もた らす、
多年生 の花 咲 くライラ ックと西 に沈む星 と、
そ して私の愛す る彼の思い出を。
これ が歌い初 めで第1節 をな してお り、3行2連 に整 ってい るが、その他の
節 は5行 か ら55行までの種々の長 さの 自由詩形 か らな り全体 で16節、206行 と
なってい る。
この詩の主 要な イメジは ライ ラ。ク と星 と小鳥 の三 っで ある。 まず ライ ラック
と リン カー ンの結 びっ きに ついて考 えて見 よ う。彼 は追悼演説の中で こ う述べ
てい る。
「私がその当時(リ ンカーンの死の)泊 つていた所で は季節が進んで いたの
で、 多 くの ライラックが花 盛 りで あつた こ とを覚 えてい る。事件の一部 ではな
いが、その事 件の申に入 って来 て色彩 を添 え るあの気 ま ぐれの一 つによって、
これ らの花 を見 、その匂い を嗅 ぐと、私は つねに あの 日の大悲 劇を思 い出 させ
られ るので あ る。」
枢 を飾 つた多 くの ライラ。クの花 は前述 した。従 つて、泊つていた所 とい う
のが事変 当時彼 の帰 つていた ブル ック リンの意で ある とす る と、真盛 りとい う
の は少 し早 すぎ る と思 われ る。何故 か と言 えば、ブル ック リンは ワシ ン トンよ
りは一 カ月位花のお く勲 ると言 われ るロングアイラン ドにあ るか らで あ る。季
節が進んでい たとい う言葉 を仮 りに故郷 だ けに適用 した として も当 日4月14日
の朝 の叙景 にはEarlyherbage,earlyflowers,wereout.とあつて挙 げ られ
てい る花の申 に ライラ ックはない。若 し咲いていた とす るな らば、 それ はお そ
ほの
咲 きで はな く極 く早咲 きで あつたであろ う。 ブル 。ク リンの意 とすれ ば、現実
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に見た枢の ラィラ。クと、子供 時代か ら春の花 として親 しんで来 た ライ ラック
とが、たまたま当時郷里 に戻つていた とい う事実 によつて結 ばれ た もので あろ
う。第3節 で、 「水 しつ くい を塗 つた柵近 く、古い農 家の戸 口の庭に、/濃 緑
のハ ー ト形の葉 をつ けて高 く茂 つた ライラ ックの一叢が ある、/沢 山の上向 き
の花が華奢 に伸 びて、私の好 きな強 い匂いを漂わ し、/一 葉一葉 に奇蹟が あ る
……」 とい うの も、生れ故 郷の記憶 で あろ う。
ラ イラ ックは この通 り、たまたま事変 当時の季節の花 として、殊 に枢 を飾 つ
た花 として、 リンカー ンの記憶 と結 びつ くことは極 めて 自然で あ るが、 この一一
篇の詩篇 を通 じて7回 の登場はそれ が特別の意味 を持 たせ られてい る事 を告げ
てい る。その意味 は率直 に ホイ 。トマ ンが、多年生の ライ ッラクと呼んでい る
ところに表 われ てい る。春た ちか えるご とに咲 き出で るライ ラ ックに、 「草の
葉」 とい うタイ トルに籠 めてい る意 味 と同 じ心 を もたせてい る。 もとよ り 「草
の葉」 は水 あるところ、土あ るところ、 いず こに も生 えるとい う民衆性 を も表
ぼの
わ してはい るが、肝腎な ことは常 に絶 えぬ永遠性 を象徴す るにあ る。 ライ ラ ク
はその多年生の故 を もつて永遠性 を象徴 してい る。
リンカーンの死はグ,ド フ ラ イデ イ(受 苦 日)に 当 ってお り、 翌々 日の復
活祭 には、ホ イ ッ トマンは ウンカーンな き首都 に帰 る準備 をしなが ら、 この痛
恨極 ま りな き死 を悼ん でいたに違いない。受苦の リンカー ンに復活 の象徴 とし
て 、香 り高 く多年生の花 をつけ るライ ラ 。クを当て る こと も、 ま ことに自然 で
あ る。尤 もホィ 。 トマ ンの狙い は復活 を一事件 として見て、その象徴 を考 えて
い るので はな く、復活 自体 が示 してい る生命の永遠 性 を考 えてい るので ある。
従つて彼 は、黒絹の ヴエール に包 まれた街 々 を過 ぎ、暗い山河 を越 えてゆ く枢
に 「ライ ラ 。クの小枝 を贈 る」(§6)が それ と同時に 「あなたに、ただあなた
一人 にだ けではない、/花 と緑 の枝 とを、私 はすべての枢に もた らす/… …そ
の叢か ら小枝 を沢 山折 りとつて……すべての枢 のために撒 きか け る、おお、死
よ、」(§7)と、すべ ての死 に普 く通 じて抱 く彼 の感懐 を述 べ てい る。 彼 は 個
人の死 は全体の生命 の中 において復活 す ると見てい るのであ る。
次に 星についての背景 を見よ う。
オぐイットマンの 「リンカーン大統領の追憶」について(93)
偉 大な人物 を夜空に輝 く星 と見 るのは 自然で あるが、 この 星 に は 因 縁 が あ
る。第二次大統領 就任式 の当 日、3月4伯 は前 日か らの嵐 が午後 か ら晴れた。
嵐 の夜 と陽光の午後は シーザ ー劇 に も予言的な意味 を もつが、式後大統領 が議
事堂の玄関 に出 ると、他に雲がないのに、彼 の頭上にだ け不 思議 な形 の 白 雲
が、舞い飛ぶ鳥の よ うに現れ た。 この白雲 をホイ ッ トマ ンが自 ら見たか 、それ
と も伝 え聞い たか定かで はない。 しか し リンカーン暗殺計画 の流言 と、南部聯
邦降服、及 びグラン ト将軍 の リ 。チモン ド占領 への希望 とが絡み あつて、物情
騒然 とし、不安 と動揺 と期 待 とが渦巻いてい る時なので、式 日に当つての天候
の激変に会つて市民 は この白雲 に吉兆 を感 ず る もの も少な くなかつたよ うであ
る。 しか もその夜 、晴れた空に現 われ た異様 な管 の明星 はその後数夜続 いて、
ホイ ヅ トマンに次 のよ うな記録 を留め させ た。
「ここ数 日、夜 にな ると、地上 で も天上 で もこれ よ り見事な美 しさはない と
思われ る程 の光景が見 られ る。夕方早 くに西空の星ヴィー ナスが、 このよ うに
大 き く、 このよ うに明 らかな ことは嘗 って なかつ た。それは恰 も何 ものか を語
るよ うで あ り、恰 も人間、われわれ アメ リカ人 と、や さし く霊 交す るよ うに思
われ る。5,6晩、それ は月の そば近 くにかか り、上弦を少 し過 ぎるに至 つ7。
星 はすば らし く月 は星の母の よ うに見えた。濃紺の空、澄ん だ夜、遊星、やわ
らかな西風 、快適 な気温、あの大 きな星の奇蹟、西空に泳 ぐふ くらんだ月、 こ
れ らで魂 は充 ち満 た された。 その時、静 け さの申か らゆ るやかに、 しか し亮々
モ く　ユ　
た るラツパの音 が夜の神秘 を通 して聞 こえて来 た。」
このよ うに特 に現実 に リン カーン と結 びついた最近の星の記憶 があ る。一体
ホイ 。 トマンは この星 を吉兆の星 と見 たか 、或 は見よ うとし て い た で あ ろ う
か。第2節 におい て、 「おお、力強 き西空の沈む星1/お お、夜の陰 一一一思
いに沈み、涙 に濡れ る夜、/お お、姿 を消 した大 きな星一一 おお、 その星 を隠
した暗闇!」 と、ひたす らに姿 を消 した西天 の星 を惜 しむの は、兇手 に倒 れ た
リン カー ンその人 の死 を悼む切々た る思い を叙べてい るので、その星 につい て
の先の因縁 を抜 きに して容易 に理 解 され る。しか し第8節 に至 つて、 「おお、
・天 空 を ゆ く西方の星よ、/私 が歩 きまわ ってか ら一月経 つた今 、お前の意味 し
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たに違い ない もの を知 つた、/私 が澄 んだ影の あ る夜 を無言で歩いた と き、/
私が夜毎 、私の方へ身 を屈 めて何か話 そ うとす るお前 を見 た と き、/私 の傍 へ
来 るかの よ うに、お前が空か ら低 く傾 いた と き……」 と歌つてい る場合 、 もう
その星 は予備知識 なしには充分 に理解出来 ない筈であ る。 「歩 き廻 つてか ら一
月経 つた」 とは、先 の新任式 は3月4日 で あ り、兇死 は4月14日 であ ることを
考 え ると納得 出来 る。 そして何 か語 ろ うとしてい る星 の意味 を汲み とろ うとし
て、幾夜か を想い に耽つ たに違いない ホイ ットマンの姿が 想 像 出 来 るの で あ
る。 その当時は何か し ら事の起 る前兆 と感ぜ られつ つ 叡 直 ちに吉兆 と取 るに
は不安の多い時であつた。しか も戦争 を終 らせたい希 いか ら、恐 ら くホイ ッ ト
マン もこの異様 な ヴィー ナスを吉兆 と解 したかつた ことで あ ろ う。 兎 に 角、
「いま こそお前の意 味 したに違いない もの を知 つた、」 とい うその意味 とは何
で あろ うか。同節 に、 「夜 が更 けて西 空の涯 に、深い悲 しみに満 ちたお前 を見
た と き……/お 前 が通 り過 ぎて、夜の闇 の底に消え去 つたあた りを私が見守つ
た と き、/私 の魂が悶々 として、悩みのなかに沈 む と き、その あた りにお前 、
悲 しみ の天体 が、/終 りを告げて、夜空 を降 り、姿 を消 しアことき、」その意味
した もの を会得 した とい う。その意味 とは何 か。
事 あつて後 に思い返せ ば、たしか に リンカーンの顔 にはつねに悲 しみが あつ
た。その悲 しみをいま星 に移 してYousadorbと なつてい るので あつて、実
際 の星 を最初 か ら悲 しい星 と見てい るよ うではな い。愛す る人 を失 つたい ま、
歎 きの うちに、 この異様 な星の意義 、その果 した役 割 を偲ん でい るの であ る。
その果 した役割 とは何 か。OCaPtain!MPICaPtain!におけ る船長 の役割か。
Unionを安泰 に守 りぬいた功績 であろ うか。 それ も全 くな い と は 言 え な い
が、 この詩で はその よ うな指導者 として、公人 として、彼 を見てはい ない。偉
大 な魂 に恵まれ た普通人の一人 として、敬愛す る同胞の一人 として、友愛の対
象 として見て い る。 そ うい う一一個の友の死が、 どの よ うな意義 を もつ ものかに
深 く思 い を沈 め、その解答 に達 した とい うのであ る。 そして その解答 を、死の
讃 歌 として小鳥に歌わ しめてい るので あ る。そ こでは死 を解放者 として、魂が
個の束縛か ら大霊への復 帰 を欣ぶ。 それ は個 の死 は全 の生 を続 け るのに役 立つ
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ことを意味す る。
次に小 鳥について考 え る。
「草 の葉」の中で聴覚的な イメジとして は、巷 の騒音や銃砲声 もか しまし く
聞 こえ るが、最 も鮮 かな印象を残 す ものは小鳥の歌で あ る。 丁 度 ラ イ ラ ック
が、頻 度の少ない割合に全詩集の上 にその香 りをただよわ して い る観が あるよ .
うに、小鳥の歌 も、頻度の少 ない ままに詩集のい た る所にその嚇 りが聞かれ る
思 いがす る。 それは詩集申 で纒 ま りの よいす ぐれ た作品 の双壁 と評 され るこの
「ライ ラックの歌」、及 び 「揺 り藍の歌」Outofthe(]radleEndlessl!Roeking
の両者が、小鳥 を主 要な イメジとして有つてい るためで あろ う。 「ライ ラ。ク
の歌」においての小鳥は つ ぐみであ るが 、その象徴 的な イメ ジ は 「揺 り藍 の
歌」の ものまね鳥 を彷彿た らしめる。
「草の葉」約十版 にわた る成長は、楽天観 に貫かれてい るよ うに見 え るが、
その申で最 も悲 観的要素 を留 めてい るの は第3版 で あ る。その哀感 の源泉につ
いて は第1,2版の期待外れ とい うこともあろ うが、直接 的には1858年頃詩人の
身辺 に起つた と考 え られてい る或 る悲 劇が主要原因 と されてい る。その歎 きの
心 が伴侶 を失 つた ものまね どりの哀歌、 「揺 り藍 の歌」 にな ってい る。 「嘗つ
て、ポウマ ノ 。クで/ラ イ ラックの匂 いが空に漂 い、五月の草の茂 る頃 、/こ
の浜辺 の、野茨 の申 に、/ア ラバ マか ら来 た二羽の客、 二羽連れ添つて、」 睦
ま じ く巣 を営んでい るの を少年が見た。その雌 鳥の方 が突然 に姿 を消 した。残
され た雄鳥 は波間に、陸地に、空高 き月に、星 に、妻 を求 めて歎 き叫ぶ。少年
は雄 鳥の姿 に、 「おお、汝 、孤独の歌い手よ、ただ ひ・と り歌いなが ら、私の姿
を写 し出す、」 と自 らの心 を叙べ、 「おお、孤独な私 も、 耳傾 けなが ら・ お前
を永遠 な もの にす ることを決 して やめはしない、」 と誓 つた。 歎 きの心 に聞い
た海の ささや きに黙示 を うけて、愛 と死に ついての さと りを得 、そ こに詩の偉
大 な るテーマを見出 して詩人 としての使命 を悟 つたのであ る。詩人は これ を少
年時 、海辺で経験 した悲鳥 の思い出 としてい るが 、事実 それ は'58年頃 の心境
で もあつたで あろ う。 その ことは同 じ頃の作1'SaωinLouisianaaLive・Oak
Groωingにも孤独感 が現 われ 、更 にStartin,gfromPaumanokがノ60にProto一
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Leafと い う題 で 、 始 め て 現 わ れ た 時 の 第1ス タ ンザ の 結 び に 、 現 在 の もの と
や や 異 つ て い る が 、Awareofthemocking・birdofthewildsatdaybreak.
ノSolitary,s…nginginthewest,Istrikeupforanewworld.「朝 ま だ き、
野 に な く もの ま ね ど りの 声 を き き、/独 り、 西 の方 に あ つ て 、 私 は 一 っ の 新 世
界 の た め に 歌 い 始 め る。 」 と 、 前 の 悲 歌 の主 役 の 小 鳥 を 持 ち 出 し て 、 自己 を孤
独 の 歌 い 手 と し て 写 し 出 して い る。 そ の 頃 の 精 神 的 危 機 は 相 当深 刻 な もの で あ
ぐ　ヨラ
り、死 を さえ決 した様子で あ るが、比較的短い期 間にその危機 を脱 してい る。
「揺 り藍の歌」 にあ るよ うに、絶望感 と対 す ると き、その救い として、海の さ
さや きの低音 を伴 う小鳥の歌 があつた。 「幽鬼 か、それ と も小 鳥か!(子 供の
魂 は問 うた、)/お 前 の歌 うの は、 ほん と うにお前の伴侶 に対 してなのか、 そ
れ と も、実は私 に対 してなのか。」 と問 うてい るが、 この小 鳥は、私に告げ る
天 の声 、自然 の叫 びで あ り、それ に郡す る私の心 、即 ち沈思反省 す るわが心で
あ ろ う。
リンカーンの死 は、 ホイ 。 トマンに とつて絶望的な悲 しみであ るが、 その大
きな悲 しみの救 い として、嘗 って の小鳥が今度 は隠者の小鳥、 つ ぐみ として登
場 す る。 「人里 を離れて奥 まつた沼地 に、/一 羽 の内気な、姿 ひそめた鳥が歌
を うたつてい る。/独 りぽつちのつ ぐみ、/棲 み家 を避 けて、 自分だ けに引込
ん だ この隠者は、/た だ独 りで歌 を うたつて い る。/血 のに じむ咽喉 の歌、/
死 のはけ ぐちな る生命 の歌……」(§4)。違 う所 は 「揺 り藍」の小 鳥は最初 、悲
歎 の象徴で あるが、次第 に絶望感か らの救いの境地へ と導いて歌い続 け、最後
は愛 の極致は永遠の生命 に生 きる死 の悟 りで あ るとして、生命の神秘 を説 く自
然 の声へ と変つてい る。 ライラック・エ レジーでは小鳥 はその 自然 の声 として終
始 す る。 それは生 と死の調停者 として、死 の出 口な る生命 の歌 を うた う。小鳥
の役 割は結局、死 の讃歌 を うた うにあ る。 「その頒歌 の魅力に私は心 を奪 われ
た、/そ して私の魂 の声 は小鳥の歌 と調べ を合せ るので あつた。/『
近寄れ1強 き解放者 よ、/時 来つて あなたが人々 を連れ去 ると き、私 は喜んで
その亡 き人 を歌お う、/優 し く漂 うあな たの大海 の中 に姿 を消 し、/あ なたの
至福 の洪水 の中に洗われ るの を、 おお死 よ。/… …数 多 くの 星 の 下、静か な
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夜、/海 の岸辺 と、私の聞 き知 つてい るしわがれ声の囁 く波、/そ してあなた
の方へ振 り向 く霊魂、おお、広大な ヴ ェール に深 く危 まれた死 よ、/そ して肉
体 は嬉 しそ うに あなたの傍近 く憩 う。/』 」(§14)。これ らの句の間か
ら解放者 とは何 を意味す るかが解 るで あろ う。個 の束縛か ら大 霊 へ 還 る こ と
を、死の大 海に漂 うと見 る。個人の肉体 に囚 われてい た魂は本 源の霊の大海へ
還 る。個た る肉体の死は全 た る大霊に還 る魂の再生 であ り復活で あ る。嬉 しそ
うな肉体 とい うのはその意 を表 わ し、願歌た る所以 はそ こに ある。
V
前項 で ライラ ック ・エ レジーの トリオ ・シムボルた る ライ ラ ックと星 と小 鳥
に ついての背景 と、その象徴的意義 の大要 を紹介 したの であ るが、 この三者が
本詩 の構成上において果す職分 を検討 して見 よ う。
年毎 に立 ち還 る春 は必ず三 つの もの(trinity)を私 に もた らす(§1)と い
う。 ここでのtrinityはライ ラックと星 と愛す る彼の思 い出であって、 この詩
全篇 にわ たつての シ ムボ リカルな トリオ とは同一 ではな い。 しか し第1節 をな
す2個 のス タンザ が各3行 か らな るこ とは、一応trinity強調 の技巧 と見 るこ
とが出来 よ う。 このtrinityのうちの前二者 は、将来春毎 に歎 くであろ うと予
想 され る悲 し き思い出に絡む現実の要素 であ る。 ここでは花 と、星の位 置は、
現実 の死の時季 を描写 してい るの であつて、最初か らシムボ リカルな もの とし
て、仮面 をかぶ つて登場 してい るよ うに は見えない。 この詩 が比較的 に親 しみ
易 い感 じを与 えるのは、先 ず この一見描写 的な イ メジか ら入 つてい る事実に よ
るので あろ う。併 しこの ライ ラックは 「多年生 の花 をつける」 とい う修飾語 を
もつてい る。星 も 「西方 に沈む」 と冠せ られてい る。 ここに両者 力虻 の詩 にお
い て果すべ き、生 と死の象徴的な意 味 をは らん でい るのであつて、 もとよ り単
に装飾的なイ メジと して用 い られ た ものではない。生 活に即 した現実体 の描写
的 なイメジに、比喩的な意味 を重 ねて ゆ く彼特有 の イメジヤ リーが見事 に展開
されてい るのであ る。Ever・return董ngspringは死生の反覆 を思 わ しめ、lilac
bloomingPerennialは再生或 復活の象徴 とな る。droopingstarinthewest
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の西方 は死 を表 わ し、 しか も今葬列の行 く手 は西方 遙か彼 の故郷 イ リノイで も
あ る。
第2節 では、星 をか くした暗闇、涙 に濡 れ る夜 として、敬 愛 ず る偉 大 な 人
物、そ して親 し き友の死 をい アこむ悲 しみが切 々 と叙べ られ る。その激 しい絶望
感 を、 「おお、私 を抑 えつけて無 力にす る無情 な運命 の手一 おお、力な き私
の魂1/お お、私の魂 を解 きや らずに取 り囲む苛酷な叢雲1」 として表 わす。
この詠唱的な激 しい悲哀 の情 に続いて、第3節 は叙唱的な ライラ ックの静 かな
シムボ リカルな叙述で ある。(18頁参照)濃 緑 のハー ト形 の葉 は愛 を思 わ しめ 、
花房 は豊饒 多産 を意味す ると さえ考 え る人 もある。その叢 か ら一本の小枝 を花
もろ と もに詩人 は手折 る。即 ち詩人は早 くも復活の象徴 を掲 げて、.悲しみの克
服にかか ってい るのであ る。 しか し激 しい悲 しみに対決す るのに、 この静か な
生 の象徴で は収 ま らぬ もの として、両 者 の 和 解 者 と し て取 り上 げ られ た もの
が、第4節 の隠者の小 鳥であ る。 それ は閑寂な隠れ家の沼地 に独 りうたつてい
る。血 の滲 む咽喉の歌、死の出口な る生命 の歌 である。 こ うして生 と死 とその
調停者の三者の シムボル を掲 げてか ら、枢の旅 の描写 にかか る。
「春の胸の上 を、陸地 を、 多 くの都会のなか を、/細 道 の中 を、 またつい近
頃董草 が灰色 がか つ た岩か け らに斑点 をつけて大地か ら覗 き出した古い森の間
を、/細 道の両側の野 の草 のなか を、涯 しな き草地 を過 ぎ、/暗 褐色 の畑で、
ひとつひとつの粒が殼 を破 って、黄 色 な 芽 を 出 し た麦 の傍 を通 り、/果 樹園
の中の 、白 と淡紅色 に咲 くりん ごの木の傍 を通 り、/そ の墓 に安置 され る場所
へ と遺骸 を運ん で、/夜 に 日をついで、枢 は旅 す る。」(§5)枢の 旅 は こ う し
て、芽生 え る春 を通 してゆ く。大地か ら覗 き出 した董草 も、萌 え出 る黄色 の麦
も春 と共 に復活す る生命 を告げていて、 まず生の強調 によって、葬儀列車 を終
焉に連 ぶ暗 さは、最初 か ら避 け られてい る。 しか しこの偉大な人物 の死 は、国
家に とって この上 ない損 失であつて、国民のすべ てが悲歎に暮れてい る。大 き
な叢雲 に国土 は覆 われ 、黒 の喪布 と弔旗 とに、国全体 が黒 の ヴ ェール をつけた
婦人の装 い とな ってい る。次 々 と待 つ停車場 の、 うち沈んだ人々の顔 、夜 をこ
めての挽歌・灰 暗 く燈火 のゆ らぐ寺院・撞 き鳴 らす鐘 の音・ こ うした申 を しず
'
ホイヅトマンの 「リンカーン大統領の追憶」について(99)
しず と栖 は旅 をっづ けてゆ く。故人 が奉仕 した広 い国 土 を ゆ く枢の 旅(§5～
§6)は、描写的に も美 しい イメジを もち、旅にふ さわ しい リズ ムを持 っ。詩人
は この枢に ラ・fラックの小枝 を贈 る。即 ちあ くまで も終焉の死 とは見ないので
あ る。 しか も詩人 は、 「あなたに、 ただあなた一人 にだ けではない、花 と緑の
枝 とを私 はすべて の枢に もた らす、/朝 のよ うに爽やかに、 こ うして私は、お
お、健 かな聖 な る死 よ、 あなたの ために歌 を うた う。」(§7)ここに リンカーン
の死の みに囚われていない、すべて の死の意義にかかわ ってい る心境 を明 らか
に してい る。Osaneandsacreddeathと呼びか け るのは、一個人の死 と永
遠 の生命 との和解 を予想 してい るのであ る。詩人 は ここで、聖 な る死の思 いか
ら、 「おお、死 よ、私 はバ ラ と早咲 きの百合 とで、 あな たを蔽 いかぶ そ う、だ
が今 は主 として最初 に咲 くライ ッラツクを……」 と一応 天国の花 た るバラ と百
合 を引合 いに 出す が、直 ちに今 は申心の ライラ ヅクへ と注意 を戻 してい る。
個人の死か らすべ ての死へ と考 を移 して は見 たが、矢張 り身近かな個人の死
は依然 として心 にかか る。就任式 の頃のあの異様 な星の輝 きは当時何 らかの意
昧 がある とは思 つてい たが、 このよ うな死の意義 を覚 らせ る前兆で あつたか。
詩人は 、 「終 りを告げて、夜空 を降 り姿 を消 した とき、お前の意 味 した もの を
会得 した。」(§8)と言 う。その意味 は観念的には会 得出来 る死 の哲学的な解釈
であ る。 それは沼地 の申で噂 る小鳥 の歌で理解出来 る。 しか しそ うした知 的な
理解、哲学的認容 をにぶ らす もの として、敬愛す る友 のま ぎま ざ とした肉体 の
死 があ る。 この理性 と感情 との葛藤 は、鳥 と星 との葛藤 として次の如 く表 わ さ
れ てい る。 「おお、内気な、優 しい歌い手 よ、/私 はお前 の歌 を聞 き、お前 の
呼ぶ声 を耳 にす る、/私 は聞 くや否や、慮 ぐに来て、 お 前 を 理 解 す る、/だ
が、暫 くの間私 はため らう。何故な らば輝 か しい星 が私 を引 き止 めたか らだ、
去 りゆ く友 、あの星が私 を捕 え、 引 き止 めたか らだ。」(§9)
去 りゆ く友 の偉 大な る魂 をな ぐさめるため、その死 の高 き意義 を顕わす よ う
に 、その御霊舎にふ さわ しい飾 りは ど うしよ う。彼 のために歌 う歌 は ど うか 、
墓 を薫 らす香料は どうか。その香料 は 「あの大 草原 の上 で行 き会 うまで、東の
海 か ら吹いて来 、また 西 の 海 か ら吹 い て 来 る」 風 であ る。(§10)彼がその
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Unionを救 つた大陸 の、 イ リノ・fの墓所 にふ さわ しい香料 であ る。愛 す る彼
の御霊舎 を飾 る壁の絵 は何 に しよ う。埃及学 に造 詣の深い詩 人は、古代埃及王
の墓 を考 えたで あろ うが、その壁画 としてはデモ クラティ ックな大統領 に相応
しい もの を選んだ。理想 のデモクラシーの姿、 明 るい都市 や田園の風景、豊 か
な生業 を楽 しむ労働者た ち。(§11)彼の墓所を飾 るには、そ うした 日常的 な生
活 の描写 だ けでは物足 りない。更 に偉 大なわが国土、 この霊 肉一体の国土 を写
すべ きだ、尖塔 きらめ くわ が都 マンハ ッタン、豊饒な土地 、濠々た る ミゾ リー
河 、 目路は るかの大 草原、人間 と大地 とを優 し く包 んで無量 の慈光 を濫 らす太
陽 を。(§12)
こ うして故人の徳 を思い続 ける うちに も、歎 きに打 ちひ しがれぬ よ うに、胸
中に他の思い が現 れ る。そ して、 「歌い っづ けよ、歌 いっづ けよ、灰褐色 の小
鳥 よ、/沼 地か ら、その穏れ家か ら歌 え、叢か らお前 の歌を うたい出せ 、/…
…限 りな き悲痛 をこめて、高 らか に人聞の歌 を……」(§13)と、小鳥の歌 に耳
傾 けん とす るが、 ここで も知 と情の菌藤 は繰 り返 され る。 「お前だ けを私 は聞
いてい る一一 一に も拘 らず 、星 が私 を引 き止 め る……/そ れに も拘 らず、 ライ
ラ ックがその強い匂いで私 を引 き止 める。」 友 の死へ の悲 しみに沈 潜せん とす
る一方、個人 の死 と永遠 の生命 との双関関係 についての知的な解釈に納得 しよ
うとす る。そ こに腕 きがある。詩人は戦 後の平和郷 を夢見ていた。それは春 の
野辺 や収 穫の用意 にいそ しむ農夫た ちの無心の風 景であ り、天界の夢 のよ うな
美 し さであ る。船 の出入や活気に満 ちた都会 を見てい る。 こ れ は §12の壁画
の延長 として夢見てい るイメジが、戦後 の理想の平 和郷 を夢見ていた最近 の実
経験 と重な つてい るのであ る。従 って蔵 ちに転 じて、 「一 見 よ、 そ の 時、
そ の場 に・/そ れ らの す べ て の もの ⑱ 上 に・ま た そ れ らのすべての もの
の間に降 りかかって、他の もの と共 に私 を覆 い包ん で、/叢 雲 が現 われた。長
い真黒な棚 引 く雲 が現 われたのだ、/そ して私は死 を知 り、その思い を知 り、
また死 について の聖 な る知 識 を得 た。」(§14)この最後の行 はAndIknew
death,itsthought,andthesacredknowledgeofdeath.とある。 兇変の事
実 としての死、その死 が親 し き友 リンカーンの身にふ りかかつた死 としての思
●ホ イ ッ トマ ンの 「リン カ ー ン大 統 領 の追 憶 」 に つ い て(101)
い 、 そ し て 死 に っ い て の 理 知 的 な 認 識 の 意 に 解 す べ きで あ ろ う。 従 っ て 続 い て
Thenwiththeknowledgeofdeathaswalkingonesideofme,/And
thethoughtofdeathclose・walkingtheothersideoflne,、/AndIinthe
middleaswithcompaniops,andasholdingthehandsofcompanions、と
歌 う と き、 詩 人 は 両 側 に こ の 死 の 思 い と死 の 知 識 を伴 い 、 三 人 連 れ 立 っ て 沼 地
の 小 鳥 を 訪 れ る 。 現 実 の 死 と観 念 上 の 死 との 調 和 に つ い て 、 真 剣 に 考 え て い る
の で あ つ て 、 そ の さま は 、 「私 が この 夜 な か 、 彼 らの 手 で 捕 え られ て い る か の 、
よ うに わ が 仲 間 と在 る と き、」 の 句 とな っ て い る 。 そ う して 小 鳥 の 鱒 りを 聞 く
の で あ る が 、 小 鳥 は 死 の讃 歌 と、 詩 人 の 愛 す る故 人 へ の 一 篇 の 詩 を 歌 つ て くれ
た 。 そ の 頒 歌 の 魅 力 は 詩 人 を悦 ば せ 、詩 人 の 魂 は 小 鳥 の 歌 と旨 く調 べ を合 せ る
の で あ つ た 。 小 鳥 の 声 は 自然 の 声 で あ り、 結 局 、 詩 人 の 魂 の 叫 び で あ る 。
死 の讃 歌 は §14中 に あ つ て 、4行7連 か らな る。 こ の 部 分 は 一 時 、1871年
に 、DeathCarolとい う タ イ トル を つ け られ た こ とが あ る 。'
Comelovelyandsoothingdeath,
Undulateroundtheworld,serenelyarriving,arriving,
Intheday,inthellight,toall,toeach,
Soonerorlaterdelicatedeath.(st.1)
Approachstrongdeliveress,
Whenitisso,whenthouhasttakenthemIjoyouslysingthe'dead,
Lostinthelovingfloatingoceanofthee,
LavedinthefloodofthyblissOdeath.(st.4)
霊魂 を して個 の束縛か ら大霊へ と還 らしむ る もの は、解放者 た る死であ る と
,見る。死 は、 「軽 やかな足 ど りで・常に滑 るがごこ く近づ き来 る神秘の母 よ・」
(st.3)と、母 と呼びか け られて はい るが、 そのかい抱 く広 き腕か ら、 イメジ
(23)
としては海の姿 をとる。ここで海は死であると同時に生 を兼ねた永遠の命の海
である。 この讃歌の申では霊魂が解放 された跡の肉体の扱いはどうなつてい る
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か。 この肉体 は肥料 として地 を肥や し、新 たな生 を生 む力 とな る とは他の個所
で歌 つてい るのであ るが、ここで は肉体 は務 め果 した喜び を表 わす もの として
「嬉 しそ うに死 の傍近 く憩 う。」
沼地 の松 と杉の木立のなかに、朗々 と小鳥の歓 びの夜曲はっづ け られ 、詩人
の魂 はそれ に調子 を合せ る。詩人 は自己の魂 のこだ まを聞いてい るのであ る。
こ うして死の意義の究明に沈思の結果、到達 した心境 をか く歌 う。 「私の両眼
に限 られ てい た視 界 が解 き放たれ、/幻 影の長い パ ノラマが現 われ る。(§15)
この幻影 は硝煙 けぶ る戦場の情 景 を現 わす。読者 は この唐突た る転換 に戸惑 を
感 ず るであろ うが、詩人 の思いは死にあ る。激戦 と無数の屍 を思い出 してい る
　
ので あ る。 「彼 ら死者 は安 らかに瞑 目 していた、彼 らは苦 しまなか つた、生者
は生 き残 って苦 しんだり・…」。 務 め果 した死者の安 らぎを今更 の如 く感 じてい
る。
詩は最後の節(§16)に入 る。幻影 も消 え、伴侶 と も別 かれ、隠者 の小 鳥 の
歌 も、魂の こだ ま も過ぎた。 しか しこの歌 こそ は勝利の歌、死の はけ口の歌、
大地 を掩 い、上天 のひ・ろご りに満 つる もの として、生の歌 と見、そのシムボル
として春毎 に立 ちか え るライラ ックの花 を、戸毎 に置 くと歌 う。 こ うして死に
ついての悟 りを明 らかに して、静かに亡 き友への想い を収 める。 「私 はあなた
への歌 をやめよ う/西 に向 ってあなた と心 を通 わせた、西空のあなたに対 す
る凝視 をやめよ う、/お お、夜空に銀 の顔 を輝 か す友 よ。」 歌 は これ で止 め る
が、夜 の申か ら取 り入れ た もの、小鳥の歌 も、 わが魂 の こだ ま も、手 を握 つた
二人の伴侶 も、すべ て 自分の愛 した亡 き人のた めに取 って麗 こ う。 「私の時代
と国土 を通 じて、最 も優 し く、最 も聡明 な人 のために一一 懐 か しい彼 のために
この詩 を捧 げ る。」 ラィラ 。クと星 と小鳥の まっわってい るわが魂の歌 を捧 げ
ると結ん でい る。
??
以上 リンカーン追悼賦の背景的事項を検討 し、次いでそれ らとの関連におい
て各詩の象徴的なイメジの把握につ とめた。こ うして得 られた諸イメジを土台
●ホイットマンの 「リンカーン大統領の追憶」について(103)
に各詩 の再吟味 を試 みた。 そ して特 に ライラ 。ク ・エ レジーが傑作 と呼ばれ る
所 以 を明 らかに しよ うと考 えた。気づい た主 な点 を次 に纒 めて見 る。
1.ホ イッ トマンは リンカーンを自己 の敬愛す る僚友 として見てい ると同時
に 、民主的統合の象徴的存 在 として見てい る。
2.エ レジーの申、OCaptain!MJ()aPtain!は、民主 的統 合のシ ムボル と
しての彼 に捧げてい る。 これは指導者 を失 つた ことに対す る国民の意識 を表 わ
す。従 つてpublicでofficialでformalな感情 が、そのままに 内容に も形式
に も表 われてい る。行進調に詩形 は整然 としてい るが、 シムボル もイメジ ャリ
ー も単純 で、情感 の うるおい が乏 しい。首府 において、葬儀 の先頭 に立 つ た軍
人の隊列か ら受 けた印象 を基 としたエ レジー とい う観 があ る。
3.こ れに反 して ラィラ 。ク ・エ レジーは、愛す る友 として見t彼 に捧 げて
い る。Privateでpersonalでfamiliarな感情 が内容に も形式 に も表 われ てい
る。節の たて方 は一定の型に囚 われず、工夫 があ り変化 があ る。 シムボルや イ
メジ ャリー も前者に比 し複雑 であ る。親 しい人、愛す る人 の死 を身近かに感 じ
っつ、葬 列に加 わつた三万 市民 の心情 を表 わ した観 があ る。
4.ラ イラ 。ク ・エ レジーは、表面 は葬 儀列車 の進行 が描 かれ てい るが、そ
れ にオーヴ ァーラ 。プ してい るものは、魂 の行進の イメジ ャリーで あ る。それ
は死生 を繰 り返す永遠 の生命 の理 を明かにす るのに役立 っ。§1に生 と死 の シ
ムボル を掲 げ、§2に死 のシ ムボル を、§3に生の シムボルを、そ して §4に そ
の調停和解のシムボルを立て た構成 に留意すべ きであ る。 その後 のイメジ ャリ
ーが単純 に進 ん でい ないのは、恢悩 の適程 が折 りこまれ てい るか らで あ る。個
を棄てて全 に融 け る姿 を多 くの戦争死 を通 じて見て来 た詩人 ではあ るが、 リン
カー ンの死 は彼に非情の客観視 を許 さぬ余 りに身近か な現 実であつた。 そ こに
詩人 の懊 悩があつ た。 しか しこの懊悩 もそ してそれ が高い立場 か ら克服 され る
過程 も繰返 しの申に見事 に描 き出 されてい る。
5.こ のエ レジーは 、小我 の死は大我の生長 と見 る汎神論 的エ レジーの一例
で あ る。§14の詩 人 が伴侶 とした両者 、死のthoughtとknowledgeは、現
実 の死 の思 い と、死の知 的な認識 とであ るべ きであつて、Canbyの如 く リ ン
/
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カーンの死 と自己 の死 の両者であ る と見 るのは当 を得 ない と思われ る。Canby
は ホイ ッ トマンがその頃、健康 の衰 えか ら死 を近 く感 じてい たので、 自己の死
を考えていた ものであ る と論 じてい る。健康 を害 してい たこ とは 事 実 で あ る
が、当時は回復 していて役所 勤め もしてお り、床に つ く程 の病 人 で は な か つ
た。 しか も友 の死 と自己 の死 とでは同 じ次元 の もの となつて、現 実の死 と死一
般 の認識 との対立 とい う問題はな くな る。従 つて個の死 を全体の生へ昂揚せ し
めん とす る調べ高 きこの詩 の原意 は消失す る。死 の讃 歌は悲哀 を消す単 な る諦
観 の歌 ではない。尤 もCanbyは元来 、 ラ・fラックの歌をカ ラマス的僚友愛 の
最 も優 れ た歌 と見てい るのであつて、三 つの シムボルに ついて も、 星は リンカ
ー ンを表 わす が、 ライラ ックは ホイ 。トマン自身 の青春 を表 わ し、小 鳥は愛 を
歌 つてい る もの と解 してい る。しか しそれだけの解釈 で満足 してお られ るであ
ろ うか。死 が南北 の融和に寄与 した戦争 を契機 として、 ホイ ッ トマ ンは、従来
の個人 の愛 を社 会の愛 に高めて歌お うとしてい る。従 つて このエ レジーが愛の
歌 で あ ることは否定 しない が、戦争前 のカラマス的愛の歌 と見 るのは不当であ
く　 　
ろ う。ま して 「戦 争 がなかつたな らばr草 の葉』は生 れなかつたであろ う。」
とさえ極言す るホ イ ッ トマンの ことであ るか ら、戦争に よって の詩人の成長 を
も考 うべ きであ る。 そ して三 つの シムボル を正 し く把握 し、 それ らが織 りなす
イメジ ャ リーに従 つて このエ レジーを解すべ きで あろ う。
1
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